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2.2 海岸清掃活動の実施 
表 2-10 当日のスケジュール例 

時間 主催者 参加者 

8：30～ 

 9：30～10：00 

10：00～10：10 

10：10～11：30 

11：30～11：50 

11：50～12：00 

実施判断、連絡、現地集合、記録、準備

受付 

開会式（説明、用具・備品配布） 

活動（休憩含む） 

片付け、記録 

閉会式（報告） 

片付け、解散 

 

現地集合、受付 

開会式 

活動（休憩含む） 

片付け、記録 

閉会式、解散 

 

  

  

  
図 2-24 海岸清掃活動の様子（石垣市） 

1 段目 左：主催者が準備する様子     右：海岸へ移動する様子 

2 段目 左：ごみを回収する様子      右：分別する様子 

3 段目 左：バケツリレーでごみを運ぶ様子 右：集積場所 
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2.2.1 海岸清掃活動前 

①実施可否の判断をして、中止あるいは順延の場合は緊急連絡をしましょう。 
実施が決まったら②受付・活動の準備をして、③受付、④開会式をしましょう。 

 
① 当日の実施判断をする 

当日の天気予報から荒天が予想される場合や台風接近が確実な場合、警報（大雨、洪水、

暴風、波浪、高潮）が出ている場合は早期に中止等の決断をして、参加者に緊急連絡しまし

ょう。また、注意報（大雨、洪水、強風、波浪、高潮、濃霧、雷）が出て、判断に迷う場合

は海上保安部に相談をするとよいでしょう。 
 
② 受付・活動の準備をする 

主催者は参加者の集合時間の 1～2 時間前に集合して準備を始めます。 

● 受付の準備をする 

参加者が集合場所を見つけやすいように、看板等を設置しましょう。 

・集合場所（テント、看板、のぼり旗の設置） 

・駐車スペース（看板設置、駐車場整理開始） 

・受付（名簿、手袋やごみ袋配布の準備） 

 

 
図 2-25 集合場所付近に立てられたのぼり旗（石垣市 海 LOVE ネットワーク事務局 提供） 

● 海岸清掃活動の準備をする 

活動範囲内の状況（漂着ごみの量や質、危険なごみ、危険な場所）を確認しながら、後日

HP 等で活動を紹介することを想定して記録をとりましょう。また、参加者以外の海岸利用者

がいるかを確認して、活動時に配慮するようにしましょう。 

・活動範囲内の状況（漂着ごみの量や質、危険なごみ、危険な場所） 

・活動記録（活動前の海岸の様子、準備風景等） 

・海岸利用者の有無 
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③ 受付をする 

受付では参加者に、名簿に名前や住所、電話番号を記入してもらいます。今後の海岸清掃

活動情報を提供するためのメールアドレス記入欄があってもよいでしょう。 

主催者は参加人数等と同時に参加者の服装を確認しましょう。日差しが強い日の帽子の着

用やビーチサンダル等より運動靴が海岸清掃活動に適していることに留意してください。こ

こで参加者に手袋やごみ袋等を配布する場合があります。 

  
図 2-26 受付の様子（石垣市 右：海 LOVE ネットワーク事務局 提供） 

 

 受付付近に海岸清掃活動の情報や漂着ごみ問題のポスター等を掲示するとよい

でしょう。活動前に漂着ごみ問題の普及啓発をすると、参加者の活動意欲を増す効果があ

ります。 
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④ 開会式をする 

 

 
【「ちゅら島守り隊」沖縄県環境生活部環境整備課より】 

時間になったら、参加者に声をかけて開会式をはじめましょう。開会式では当日の海岸清

掃活動の内容や天候、地域特性に合わせた注意事項を説明しましょう。 

● 海岸清掃活動の趣旨（漂着ごみ問題） 
● 海岸清掃活動の内容 
・当日のスケジュールと活動内容（活動範囲等） 
・トイレの場所、休憩場所、集積場所 
・回収するごみの種類 
・ごみの分別方法 

● 注意事項 
・危険なごみ、動植物、場所の対応 
・体調管理（脱水症、熱中症、日射病対策） 
・緊急時（人身災害・事件・事故・自然災害発生）の対応 
・貴重な動植物や自然環境への配慮 

  
図 2-27 開会式の様子 左：石垣市 右：竹富町
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2.2.2 海岸清掃活動中 

海岸清掃活動中の①安全管理・監督を行い、②活動記録をとりましょう。 
③ごみ集積場所を確認しましょう。 

 
開会式が終わったら、参加者に海岸清掃活動をする海岸へ移動してもらい、ごみの回収作

業をはじめましょう。目につきやすい大きなごみだけではなく、1cm 以上のごみは回収して

もらいましょう。 

 

① 安全管理・監督を行う 

活動中は、参加者の動きに注意して、体調の悪い人やケガをした人がいないか、トラブル

が起きていないか確認しましょう。緊急時（人身災害・事件・事故・自然災害発生）は事前

に作成したフロー図（図 2-16）に従って、迅速に対応しましょう。また、天気に注意しなが

ら、携帯電話やラジオ等から最新情報を得て、警報が発令された場合は直ちに活動を中止し

ましょう。注意報が出て、判断に困った場合は海上保安部に相談するとよいでしょう。 

海岸の活動範囲がわかりにくい場合は、境界に主催者が立って、参加者を誘導しましょう。

活動中は全体の活動状況を把握して、人手が必要な場所がないか、困ったことが起きていな

いか監督しましょう。次の作業にうつる場合や離れた場所に移動する場合は、参加者全員に

声をかけましょう。 

また、参加者が分別作業するにあたり、分別ルールが守られているか、分別に迷うものが

ないか、危険なごみが混ざっていないかを確認しましょう。危険なごみはその他のごみと混

ざらないように、別に管理しましょう。 

● 主催者がすること 
・活動状況の確認、参加者の誘導 
・緊急時の対応 
・最新情報（天候等）の把握 
・ごみ分別状況の確認 
・危険なごみの管理 

 
図 2-28 主催者がごみの分別状況を確認する様子（竹富町） 
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② 活動内容を記録する 

活動中、活動後の海岸の様子も撮影しましょう。 

分別が終了したら、参加者と一緒にごみの種類毎にごみ袋数を数えて記録します。図 2-29

に記録用のデータシート例を示します。また、ごみ袋数からごみの重量を推定する方法があ

ります（下記参考 5 参照）。 

  

図 2-29 漂着ごみ記録用のデータシート例 「琉球 ICC データカード」 

（NPO 法人 沖縄 O.C.E.A.N HP より http://www.okinawaocean.org/） 

  
図 2-30 ごみの量を記録する様子 左:重量測定（竹富町） 右:数量カウント（石垣市） 

【参考 5 ごみ袋数からごみ重量を推定する計算方法】 

（例）回収したごみが 45L ごみ袋で 100 袋ある場合 

ごみ袋 1 袋に入っているごみの量（体積）を約 40L として、 

40（L）×100（袋）＝4,000（L） 

第 1 期モデル調査※の結果より、沖縄県内の一般的な漂着ごみの比重が 0.16 である

ことから 

4,000（L）×0.16＝640（kg）            （推定重量）640kg 
※「本マニュアルで使用する用語について」参照 
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③ ごみ集積場所の確認をする 

記録が終了したら、集積場所まで移動しましょう。集積場所では、ごみの種類毎にまとめ

て置き、中身が見えない場合は袋にごみの種類を記入するとよいでしょう。また、収集・運

搬されるまで風雨等で飛散しないようにごみをビニールシートで覆ったり、ロープで固定し

ましょう。 
 

 
図 2-31 集積場所に種類毎に置かれたごみ（石垣市） 

  
図 2-32 ごみを固定する様子 左：与那国町 右：多良間村 

 

 主催者の名前と連絡先が入った看板やプレートを準備して、ごみ集積場所に掲

示しておくと、後日トラブルが発生した場合もすぐに対応できてよいでしょう。 
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2.2.3 海岸清掃活動後 

閉会式で活動報告をします。参加者が全員帰ったら、最終確認をしましょう。 

 
【「ちゅら島守り隊」沖縄県環境生活部環境整備課より】 

参加者の活動状況を見て、終了の合図をしましょう。参加者の身の回りの片づけが終わり

次第、閉会式会場に移動してもらいましょう。この時に、主催者が貸し出したものがあれば、

返却してもらいましょう。 

● 閉会式 

閉会式でごみ袋数、推定容量(L)、推定重量（kg）等の活動成果を伝えましょう。また、発

見された危険なごみや漂着ごみの特徴等も報告するとよいでしょう。 

  
図 2-33 活動前後の様子 左：活動前 右：活動後 

● 後片付け 

参加者が帰るまで、主催者は安全管理・監督を心がけましょう。参加者の忘れ物はないか、

やり残した作業はないか、集積場所は整っているかを最終確認します。 

市町村によっては、回収したごみをクリーンセンター等の施設まで自己運搬する必要があ

るので、後片付け後に主催者が運搬しましょう。 

  
図 2-34 ごみを自己運搬する様子 左：宮古島市 右：多良間村 
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2.3 事後活動の実施 

2.3.1 行政や地域関係者への終了報告 

行政や地域関係者に海岸清掃活動終了報告を行いましょう。 

後日、行政機関（市町村担当課、海岸管理者※）や地域関係者（地区公民館、地権者）に活

動内容を伝え、報告を行いましょう。活動の成果や当日困ったことがあれば伝えて相談しま

す。さらに、活動を通しての地域からの意見や要望を聞いておきましょう。今後の活動の参

考になります。 
※「本マニュアルに使用する用語について」参照 

 

2.3.2 活動記録の整理と情報発信 

海岸清掃活動の記録を整理して、今後の参考としましょう。 

活動記録を整理して HP で公開するときや、地域メディア等に報道依頼するときに利用しま

しょう。県内の活動をとりまとめて提供するネットワーク（表 1-2）に情報提供することも

検討しましょう。 

 

● 記録内容 

・活動日時 ○○年○○年○月○日 ○：○○～○：○○ 

・活動場所 沖縄県○○市町村○○海岸 

・活動範囲 海岸線長○ｍ（※地図に情報をのせるとわかりやすい） 

・参加人数 合計○人（男性○人、女性○人、子ども○人） 

・回収したごみの量 約○○kg（○○L） 

・ごみの特徴（種類、危険ごみの有無） 

・ごみの集積場所 沖縄県○○市町村○○ 

（地権者：○○○○様 連絡先 TEL：○○○○-○○-○○○○） 

・ごみの運搬方法 ○○市町村 or 自己搬入 

・準備した用具・備品 手袋○○双、ごみ袋○○枚、飲料水○○本、合計○○円 

・準備した用具・備品の調達先 ○○：開催 1 ヶ月前に○○でネット注文 

・市町村から提供のあった用具・備品 手袋○○双、ごみ袋○○枚 

・緊急時連絡体制フロー図 

・写真（海岸清掃活動前、活動中、活動後） 

・活動を通して地域から出た意見 

例：近隣住民から参加者の路上駐車で困ったという苦情 

海岸がきれいになって嬉しいという感想    等 

 

2.3.3 参加者への事後報告 

参加者へ海岸清掃活動報告を改めて行うと、活動に対する意欲や意識向上に役立ちます。

後日、前述2.3.2で整理した情報を改めて参加者に伝えましょう。参加者にメールする、手

紙を出す、主催者の HP で公開する等の方法があります。参加者に予め主催者 HP アドレスを

周知しておくとよいでしょう。 
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図 2-35(1) 海岸清掃活動の活動報告例（石垣市） 

（海 LOVE 日記 HP より http://umilovenet.ti-da.net/） 
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図 2-35(2) 海岸清掃活動の活動報告例（石垣市） 

（海 LOVE 日記 HP より http://umilovenet.ti-da.net/） 




